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測定値の丸め誤差の修正 、mesuring cell の温度表示のバグ修正  エクポート用の  
*.csv  形
式を「デフォルト値」または旧形式「EPM-XP」として選択

 新機能: 
  
 エンジン  データベースの更新  
 •  エンジン  インスト ール  テンプレートのサポート  
 •計算された吸気圧の手動上書き

  

•   すべてのシリンダーの微分曲線の同時表示
• 着火点の計算 
•   圧力波形の調整可能なフィルタリング  
•  参照としての計測ファイルのロード   
• レポート追加の統計値と偏差の強調表示

• シリンダー圧力ダイアグラム付きのレポート印刷
• 改良された  Pcomp  計算
• マウス  カーソルの下にあるときのダイアグラム内のシリンダー名の表示
• 最大  10  連続サイクルの圧力波形を含むダイアグラム
• 拡張圧力  (30  deg  ATDC)  レポートの追加
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装置を使用する前に、このマニュアルをよくお読みください。これにより、
このエンジン  パフォーマンス  チューニング  ツールの多彩な機能を使用するこ
とで最大限のメリットが得られ、製品全体にわたって、最適なメリットが保
証されます。

装置を使用する前に、本マニュアルを読むことを強くお勧めします。

これらの操作説明書は、秘密厳守で取り扱う必要があります。それらは、こ
の趣旨で許可された人物のみが使用できます。　これらは、IMES  GmbH  書面
による同意を得た第三者にのみ提供することができます。

すべての文書は著作権法で保護されています。明示的に許可されていない限
り、文書または文書の一部の流布および複製、ならびにその内容の利用およ
び伝達は禁止されています。

違反は罰せられ、損害賠償の対象となります。当社は、工業所有権を行使す
るすべての権利を留保します。

負傷の危険性  
厳守しない場合の危険…   予防処置の必要性

この取扱説明書では、次の警告表示が使用されています。



　　
　　

IMES GmbH
Dr.-Herbert-Kittel-Str. 2
87600 Kaufbeuren
Germany

物的損害の可能性　（厳守しない結果として）

  予防処置の必要性

mailto:info@imes.de


EPM-XPplusは、エンジンの燃焼圧力の計測にのみ使用できます。  
EPM-XPplus  のその他の使用は許可されていません。
製造業者/供給業者は、意図しない使用に起因する損害について一切の責任を負いません。
リスクはユーザー/オペレーターにあります。

1.5  使用者義務  
EPM-XPplusは、不適切な方法で使用したりすると、危険の原因となる場合があります。オペレーターは、安全な状態で
のみEPM-XPplus  を操作する義務があります。   IMES  デバイスとお客様の機器の間に生じる危険エリアは、オペレーター
が確保する必要があります。
オペレーターは、責任者を指名し、以下を指示する必要があります。 

  操作、保守、および修理に関する担当者の責任を明確に定義します。 
 取扱説明書を順守しながら、担当者が適切な安全性とリスク認識を持って作業しているかどうかを定期的に確認してくだ
さい。

•  作業を開始する前に、　EPM-XPplus  を使用する担当者は、操作説明書、特に「安全」の章、および該当する規則を読み、
理解している必要があります。 
•   操作およびサービス担当者が、操作説明書および該当する規制にアクセスできるようにしておいてください。 
•  ユーザーの責任を判断し、ユーザーが安全規則に違反するすべての第三者の指示を拒否できるようにします。
•   この  EPM-XPplus  を安全に操作するには、安全メガネと手袋を着用する必要があります。
• オペレーターは該当する規則に従って、さらに保護具を着用する必要があります。



欠陥があれば、すぐにスタッフに連絡

、使用不可と

、

適切な輸送による物的損害！不適切な輸送は物的損害を引き起

こす可能性があります。 

• 納品時の梱包材の荷降ろしや、社内輸送の際は、梱包材が落下

しないように注意してください。

• デバイスに強い衝撃が加わらない用いデバイスを保護して
　ください。

警告

EPM-XPplusでの作業は、教育を受け、資格のある人だけが行うことが
できます。　
また、運用者からの受託を受けている必要があります。



完全性の確認  添付の納品書に基づいて、納品物全体が完全であることを確認してください。　これに関連して、販売および配送の

条件を参照しています。

損傷の報告  配送後に不適切な梱包または輸送が原因でデバイスに損傷が見つかった場合は、運送業者、保険会社、および配送工

場に直ちに報告してください。　発生した被害を軽減し、さらなる被害を防ぐための措置を講じます。

3.3  パッケージ

IMESと合意がなされていない限り、梱包材は顧客保管となります。

最も一般的に使用されるのは段ボールです。

重量

 bar

     　

測定範囲 

精度  ( HTT®センサーを含む）

サンプリング解像度

共振周波数HTT®

センサ最大測定セルの温度

データ容量

オンライン測定

インターフェース

バッテリー
重量（含むセンサーとアダプー）

寸法（保護カバー付属



EPM-XPplusは、2  および  4  ストローク  ディーゼル  エンジンのシリンダー圧力を最大  1800  RPM  の速度で
計測および評価するための、便利なバッテリー駆動のポータブル  デバイスです。

EPM-XPplusは、10 サイクルの連続した圧力計測  (サイクル)  を収集し、ピーク圧力とエンジン速度を計
算します。　 計測データは液晶画面に数値で表示され、メモリに保存することができます。

EPM-XPplus  には最大  20  個の計測データセットを保存できます。　保存されたデータは、評価用に  USB  
インターフェイスを介してパーソナル コンピュータにダウンロードできます。
供給範囲には、収集されたデータの追加の評価とモニターを可能にする  Windows  用のソフトウェアが含
まれています。

USB/イーサネット  (最大長  50m)  経由で  PC  に直接データ転送することにより、 実際のエンジン状態を1  つ
のシリンダーで連続オンライン計測が可能です。

-  EPM-XPplusユニットを含む。　保護カバー付き。

-トンプソンアダプタに取り付けられたシリンダー圧力センサ 

Thompson  アダプタ取り付けツール   

- 

モニターソフト
ウェア) 



へ、 を

Thompson  アダプタで取り付けます。

圧力波形:  　
    

計測範囲:

計測範囲:

キー

す。

　 キー



キー
機能

「オン/オフ」　キーを切り替え
た後の 　表示。     
エンジンストロークトの選択
スイッチをオンにすると、基本設
定が表示されます。  RPM:  速度

bar

キー

　

　

　
　
　

↑」

中の ー＃

(シリンダー#2)。



キー

キー

図  4:  EPM-XPplus  の背面  保護　カバー

機能



極性

7.3.2  搭載されているバッテリーの種類確認

「On/Off」を押してEPM-XPplusを起動します。　　セットアップ  メニュー(図  8)で、取り付けられているバッテリーの種
類を選択選択します。　標準のバッテリータイプは充電式ニッケル水素です。

　 。

の極性



•エンジン　2 　又は　4ストロークで計測を開始します。

•インジケーター  コックを開け閉めします(図  11)。

コック

EPM-XPは、最後に選択したエンジン・ストロークで起動します  (図  13 および図  14)。　　
「2/4」キーを押して、必要なエンジンストローク（モード）に変更します。

　　

図  11:  インジケータコック

EPM-XPplus  の「On/Off」キーを押します。

コック

バッテリーの充電

EPM-XPplusには  4  個のバッテリーがあります。
 充電可能なバッテリー  タイプ  AAA  EPM-XPplusユニットが  USB  ケーブルを介して  PC  に接続され、
バッテリー電圧が  5.3  V  を下回ると、バッテリーの充電  (図  9)  が開始されます。

図  10:  充電プロセス完了の表示

充電状態を検出し、バッテリが完全に充電されるまで充電を続けます  (図  10)。　
その後、充電プロセスは自動的に停止します。　自動的に停止するまで充電を中断することはお勧めしません。



シリンダー数 日時　　　エンジンタイプ　  2  または  4  ストローク

「Measue」を押すと、センサを  50°C  の最低温度まで温めた後に計測が開始されます  (図  16)。　
　最低センサ温度に達した後、計測が開始されます。

　

エンジン速度  　計測中のセンサの温度  シリンダーの計測値が表示された状態  (図  17)。

ディスプレイは自動的に次のシリンダーに切り替わります。
残りのすべてのシリンダーについて計測手順を繰り返します。

危険！　インジケータコックは、高圧下で高温ガスを排出します。　

火花や燃焼の危険があります。　　高温のガスや粒子が放出される場合があり
ます。　　安全手袋と安全メガネを使用してください。

EPM-XPplusには、温度が300°Cを超えた場合、センサの過熱保護機能が働

きます。  「Over Temp！」　表示の場合(図 18)弁を直ちに閉じ、センサを

冷却するためにThompsonアダプタを外します  (10 分以上)。

注：「Measure」を押すことにより、センサをウォームアップせずに開始することができます。

•計測結果の表示



　

　　
　　



コック

コック

　



図  24:  シリンダー  ヘッドスクリューへの振動センサ　

計測個所の近く、平らな面に磁石付き振動センサを取り付けします。 

2  ストローク  エンジンの場合:  

排気バルブの動作を計るには、センサをシリンダーヘッド(図  23)またはシリンダーに取り付けます (図  24)。

燃料インジェクタの動作を表示するには、センサを燃料インジェクタの上部に配置します  (図  25)。

4  ストローク  エンジンの場合:   
センサをシリンダー ヘッドまたはシリンダー カバーのネジに取り付け、バルブの動作を表示します。



インジケータコックを開き、測定ボタンを押して測定を開始します。
シリンダー圧力と振動センサの信号が記録され、PCソフトウェアでさらに評価できます。



図  28:  保存先の選択

　
のソフトウェアは、USB  ドライバーとモニターソフトウェアを  1  ステップでインストールします

　

　モニターおよび  USB  ドライバソフトウェアのインストール







モニター

アイコン  バーは、頻繁に利用します。
ステータス  バーには、追加情報とアプリケーション  メッセージが表示されます。

•  [File]  タブは、EPM-XPplusデバイスからの計測データのダウンロードに使用されます。

詳細については、セクション  9.2  以降を参照してください。

•  [Online]  タブでは、EPM-XPplusデバイスからのライブ  データを監視および記録できます。この関数については、セクション
9.6.5  で説明します。

•  [Off line]  タブでは、オンライン  ビューで記録されたデータを表示できます。　この機能についてセクション9.6.6で説明します。

のシートに

9  モニターソフトウェア

デスクトップ  アイコンまたはスタート  メニューの  EPM-XPplusエントリをダブルクリックして、ソフトウェアを起動します。

9.1  アプリケーションウィンドウ
起動後、アプリケーションは最初のウェルカム  ページを表示します。　次のメニューと機能が利用できます。

アイコン



　[Connect] 表 示 の 変 化

接続が確立されると、[Connect] アイコンにアクティブなシンボルが表示され、表示が「Disconnect」に変わります  (図  37)。

図  36:  　[Connect]   　接続アイコン

モニターソフトウェアで「Connect」アイコンを押します。



注:  エンジン  サイクル、ボア、ストローク、およびコンロッドの長さは必須フィールドであり、有効なデータを入力する
必要があります。 他のすべてのフィールドへの入力はオプションです。
注:  エンジン  データのテンプレートを作成して、このステップでのデータ入力を減らすこともできます。　
この機能については、9.5.11  章で説明します。

注:  レポート  テンプレートが定義されている場合  (セクション  9.5.4  を参照)、カスタマイズされたエンジン  レポートを作
成できます。　何も選択されていない場合、デフォルトのレポートが作成されます。
この詳細については、セクション  9.5.9  を参照してください。

エンジン情報を入力します。

PM-XPplusからモニターソフトウェアに計測データをダウンロードします。



ダウンロードして計算すると、シリンダー圧力波形がメイン  ウィンドウに表示されます。

が

データを保存するには、 [Save] アイコンを押すか、[File]  メニューの  [Save]  を選択します。
インストール  テンプレートが使用されている場合、新しいデータは適切なディレクトリに分類されます。



計測

計測 「Open」　アイコン

「Open」　アイコン

計測 Open」



PC  でのデータ計測
EPM-XPplus  デバイスから計測データをダウンロードした、保存された計測ファイルを開くと、アプリケーションは  [File]  タブに切り替

わり、データを表示します。

図  45:  F i l e  ビュー

シリンダー選択パネル:

シリンダー選択パネルでは、曲線を表示してデータを表示するシリンダーを指定できます。

すべてのシリンダーのモニ
タリングを一度
に設定するためのチェック
ボックスを有効または無効
にします。

チェック  ボックスを有効にし
て、ダイアグラム領域でシリ
ンダー曲線を永続的に表示
するように設定します 。

アクティブシリンダー

アクティブシリンダー
を選択

アクティブなシリン
ダーの圧力波形が図
上に表示され、デー
タが詳細パネルに表
示されます。

計測

いた状態



図  47:  シリンダーの詳細パネル

ヒント:これらの値は、吸気圧を除いて、ソフトウェアによって計測または計算されます。　

吸気 圧については、ソフトウェアが推定値を計算しますが、この値はユーザーが上書きできます。
ユーザーが吸気圧を上書きすると、下線付きの値で示されます。

表示モード  パネル:
表示モード  パネルは、表示する図のスタイルを指定します。

図  48:  表示モード  パネル

•  p/alpha  は、クランク角位置に対するシリンダー圧力を示します  (セクション  9.5.1  を参照)。
• p/vol  は、シリンダー容積に対するシリンダー圧力を示します  (セクション  9.5.2  を参照)。
•  p/vol  (log)  は、シリンダー容積に対するシリンダー圧力を対数スケール で表示します (セクション9.5.3を参照)。

ダイアグラム  エリア:

ダイアグラムエリアには圧力波形が  x/y  ダイアグラムで表示されます。

詳細を確認するために、ダイアグラム領域はズームをサポートしています。　マウスの左キーで関心領域の左上隅
をクリックして拡大するには、マウスで領域の右下隅までドラッグし、マウス  キーを離します。

図  49: ズームイン

35/81ページ

　 、計測

 pos

RPM

Scav. 　　吸気圧

位置

波形

図示出力



alphaダイアグラム

　 alpha　ダイアグラム

シリンダー圧力



:  筒内圧の微分波形の表示

 :  アクティブなシリンダーのモータリング  カーブ表示 

:  カーソル線ツールの表示

 :  着火開始点の表示

 :  振動レベルの表示

 :  バルブタイミング  マーカーラインの表示 

：ノイズリダクション用信号フィルターレベルの調整

Show　dP

Motored curve

Cursor line

Ignition start

Vibrosensor

Valve Timing

Curve Filter Level

着火開始点の表示

バルブタイミング
マーカーライン

微分波形

アクティブな
シリン ダ ー
モ ー タ リ ン グ カ ー ブ



の表示モードでは、計測波形の位相の精度を向上させるために調整を行うことができます。

図  54:  圧力波形の調整

波形を左右にシフトして  TDC  位
置を調整する矢印機能。新しい
位置でモータリングカーブが
計算されます。

着火 点

。



図  56:  P/V対数ダイアグラム  

図  55:  P/Vダイアグラム

9.5.3  P/V対数ダイアグラム

P/V対数ダイアグラムは、両方の軸の対数目盛を使用して、シリンダー容積の関数として圧力を示します。

9.5.2　  P/Vダイアグラム

P/Vダイアグラムは、シリンダー容積の関数として圧力を示します。



メイン  グリッドには、主要なシリンダーデータが一覧表示されます。　シリンダ値に加えて、次の統計値が表示されます。

最大偏差  %:  

偏差　制限:

編 差 ： （（最低 - 平均）または（平均 - 最小）のうち絶対値が大きい方）

、

     

  

   

 

全体を表示します

メイングリッド

エンジンデータ

。



メイン  グリッドの列と、カスタマイズ可能なデータ  フィールドの数とタイトルを定義できます。  
「Confg」アイコンをクリックします。   構成ダイアログ  (図  58)  が表示されます。

レポート構成は、テンプレート  ファイルに保存したり、テンプレート  ファイルから読み込んだりできます
。  レポート  テンプレートには、メイン  グリッドに表示される列、偏差の制限、および定義されたカスタム  フィールドに関す
る情報がセーブされます。

レポート構成をテンプレート  ファイルとして保存すると、EPM-XPplusデバイスから新しい測定値をダウンロードするとき
にエンジン構成ダイアログでも使用できます  (セクション  9.3  を参照)。

。
レポートにカスタム  タイトル の
フィールドを追加します。



ます。

　 　

Print

印刷

Diagram and Table, 2pages : 　

Diagram and Table, single page: 　

Diagram only:  　 ダイアグラム

Table only:  　レポートの



図  63:  　 10  サイクルダイアグラム

図  62:  バランスダイアグラム

9.5.6  　10サイクルダイアグラム

10  サイクル  ダイアグラムは、10  連続燃焼サイクルの圧力波形を表示します。

9.5.5  　シリンダーバランス ダイアグラム

カーソル線ツールを
使用して、選択した
サイクルの圧力波形
を表示できます。

Pmax,   



アイコン

「Open」を押します。



[Show values」    を押します 。



 

「File」( 「Export CSV 」

の場合は

メニューバーの「Edit」を押し、「Engine」を選択して、現在の計測ファイルのエンジン設定を変更しま す。
エンジン構成ダイアログ  (図  71)  が表示されます。

このダイアログには、エンジン  データを指定するための  3  つのページがあります。
Engine  Data、Valve  Timing、および  Solver  Config  です。

        
エンジン  データ  ページ  (図  71)  には、エンジン、エンジン  モデル、およびエンジンのジオメトリ  プロパ
ティを識別するための主要なエンジン  データが一覧表示されます。
モニターソフトウェアが適切に機能するには、少なくともエンジン  サイクル、ボア、ストローク、およびコ
ンロッド長の正確な値を指定する必要があります。　他のすべてのデータはオプションです。



Option]  タブでは、レポート  データの計算を制御するエンジン固有の設定を選択できます。

Valve Timing]  タブ  シート  (図  72 )では、吸排気バルブと燃料噴射タイミングの値を指定できます。
値が入力されると、Valve  Timing  チェックボックスが有効になっているときに、P/alpha  ダイアグラムの指定された
位置にマーカー  ラインが表示されます。エントリがエンジンに適用できない場合は、入力フィールドを空のままにし
ます。



Engine Configuration Dialog - Solver Configuration

Calculate Pmax after combustion starts

一部のエンジンでは、圧縮圧力よりも低い燃焼ピーク圧力を示します。
この設定により、Pmax  値と  Pmax  圧力の位置が上死点の後に計算されます。

Solver  Configuration  タブ  シート  (図  74)  では、TDC  検出の計算関数のタイプを選択できます。  
TDC検出に問題が無い限り、デフォルト設定を使用ください。



Engine Database Editor

エディタ
EPM-XPplus デバイスから新 しい計測値をダウンロードするとき、データ入力の手間を減らすために、エンジンインストール  
テンプレートを作成することができます。　メニュー  バーの  [Tool]  を押して、[Install Template Editor]  を選択します。　
Engine Database Editor　のダイアログ  ボックス  (図  76)  が開きます。

 

ソフトウェアには、いくつかのメーカーのエンジンモデルが、参照データベースとして保存されています。　新しいエンジンモデルをデー
タベースに追加したり、データベースからモデルを変更または削除したりするには、エンジンデータベースエディターを開きます  (図  
75)。  メニュー  バーの  [Tool]  を押して、[Engine Data Base Editor]  を選択します。

Valve Timing、Solver Config の  3  つの

Save

、

　

。



Setting]  ダイアログでは、ユーザー  インターフェイスをカスタマイズできます。　
メニューバーの「Option」を押して、「Setting」メニューエントリを選択します。

単位設定ページでは、メートル単位またはインチ単位での値の表示を変更できます。

Setting 

Engine Configuration Dialog

　 。

E n g i n e  C o n f i g u r a t i o n  D i a l o g



Setting 

Documents 

I n s t a ll

Report Templates 

Engine Database

アプリケーションがインストール  テンプレート  ファイルを検索するディレクトリを設定します。   

アプリケーションがレポート  テンプレート  ファイルを検索するディレクトリを設定します。  

エンジン  データベースを含むファイルを設定します。

図  79:  Setting ダイアログ  ‒ シリンダー色の設定

Paths  
、 の

測定データのデフォルト  フォルダを設定します。



図  81:  シリンダー圧力波形　モータリングカーブ

圧力波形とモータリング
カーブをシフトする
矢印機能

図  82:  シフトされたシリンダー圧力波形、モータリングカーブ



9.5.15  リファレンスファイルを開く 
アイコン「Open  REF」(図  85)  を押して、　以前に保存した波形をリファレンス波形と
して、または計測ファイルをリファレンスファイルとして開きます。

アイコン

レファレンス波形

リファレンス波形の

 波形 リファレンス波形

アイコン



図  87:  選択したレファレンス波形との比較波形

図  88:  レファレンス波形を閉じる

9.5.16  EPM-XPplus  計測値の削除

計測値の削除アイコン「Del.Meas.」を押します。  (図  89)  

図  89:  「Del.Meas」アイコン



パソコン

 

9.6  EPM-XPplus  を搭載したエンジンでのオンライン計測  

選択したシリンダーのインジケーターコックでオンライン計測を行うには、EPM-XPplusをUSBケーブルでノートブックに接続する
必要があります。

9.6.1  2ストロークエンジンのオンライン計測
インジケータコックを数秒間き、内部の煤をブローした後、直ぐに閉じます。（図90)

計測するシリンダにセンサを取付け、インジケータコックを開きます。（図91）

EPM-XPplusをUSBケーブルでノートパソコンに接続します (図92)。

EPM-XPplusで  2ストロークまたは、 4ストロークのエンジンタイプを選択し、

デバイスの矢印（↑↓）を使ってシリンダ番号を選択したシリンダに合わせて下さい。



　

　

　 へ



 

数秒開き、内部の煤をブローした後、すぐに閉じます



ル

シールドされた Eternet  ケーブル

と 。



インジケータコックを数秒間き、内部の煤をブローした後、直ぐに閉じます

 。

 。

 。

 を接続します。 

 

USBの表示は正常に接続されていることを意味します。

確立

9.6.4  モニターソフトウェア

モニターソフトウェアをダブルクリックして開始し、「Connect」を押します  (図  102)。

Connect」

図  102:  [Connect] アイコン

接続が確立されると、「Connect」アイコンにアクティブなシンボルが表示され、
表示が「Disconnect」に変わります  (図  103  )。

図  103:  接続が確立された [Connect] アイコン



波形

センサ 　

Online

圧力波形をモニターするために「Online」 　タブに切り替えます　図  (104)。

吸気

センサ

100サイクルのピーク圧力の平均値



9.6.5.1  圧力波形の保存

記録の為、圧力波形を保存することができます。「Pressure curve save」アイコンを押します  (図  106)。

図  106:  「Pressure curve save」アイコン
ファイルを保存するフォルダを選択するダイアログが表示されます  (図  107)。



圧力波形の保存を停止するには、
Stop saving

図  108:  保存プロセス中のオンライン圧力波形の表示

9.6.5.2  Working cycle の保存

Working cycle  ダイアログでは、連続するworking cycle のピーク圧力の変化を表示および記録できます。

「Working cycle save] アイコンを押します。  (図  109)

図  109:  「Working cycle save」アイコン

Working cycle   ダイアログが表示されます  (図  110)。



Working cycle  データをファイルに記録するには、Record]  アイコンを押します  (図  111)。

図  111:  [Record] アイコンファイルを保存するフォルダを選択するダイアログが表示されます  (図  112)。

EPM-XPplusのエンジンサイク
ル設定と選択シリンダー

Measuring cell



センサ    、 

記録中は、記録されたサイクル数が表示されます。記録を停止するには、

「Stop recording 」　アイコンを押します  (図  113)。



Offline

保存された圧力波形を開く  
アイコン「1 0 0  P r e s s u r e c u r v e o p e n  」 を 押 し ま す 。   (  図   1  

「100  Pressure curve open」アイコン

9.6.6  画面ページ「Offline」
画面ページ「Offline」を選択します  (図  90)。



Open file]  を選択します  (図  120)。

Working cycle open アイコン

Working cycle 

9.6.6.2  保存された作業サイクルを開く  
「Working cycle open 」アイコンをクリックします  (図  119)。

図  119:  「Working cycle open」アイコン

図  120:  「Working cycle offline」



Working cycle 

　Working cycle       

              Load Data 。



図  125:  「ツール」の選択図  124:  「Connect」アイコン

On/Off 　 　 」 3  秒

矢印機能で「Device Info」を選択し、「2/4」　キーで選択します  (図  129)。

9.7 モニターソフトウェアからEPM-XPplus  へのファームウェアの更新  
EPM-XPplus  の新しいファームウェア更新が利用可能な場合、新しいファームウェアに更新することができます。
ユーザーは次のことを行う必要があります。

1.  E P M - X P p l u s   で 「 O n 」  　を押します。
2.   EPM-XPplusを  USB  ケーブルで  PC  に接続します。
3.   モニターソフトウェアを起動し、「Connect」を押します  (図  124) 
4.   [Tool]  を選択し  (図  125)、[Firmware Update]  を選択します  (図  126)。 
5.   レジスタ  C:\Users\name\documents\  からファームウェア  (図  127)  をロードしま
す。 
6.   ファームウェアを更新します。
7.   EPM-XP  で [On/Off] を押して、実際のファームウェア  リリースを確認します。
「Device Info」を選択します  (図  128  +  図  129  +  図  130)。

図  129:  デバイス情報の表示



「2/4」キーで、ファームウェアのバージョンを表示します  (図  130)。

図  130:  実際のファームウェアの表示

10  精度チェック

EPM-XPplusは  IMES  ワークショップで異なる圧力値  (0  ～  300  bar)  および温度値  (50°C  ～  200°C)  で調整されます。　
値は校正証明書に記載されています  (図  131)。　各  EPM-XPplusユニットには校正証明書が付属しています。
 EPM-XPplusは、非常に安定したロングライフのシリンダー圧力センサー  HTT タイプ を備えています。　
年に一度、作動油による圧力キャリブレータで  EPM-XPplus  の校正をして下さい。



図  132:  プレッシャー  プレートに取り付けられた  Thompson  アダプタ

そのエンジンで最も代表的な  Pmax  値  (図  133)  でEPM-XPplus  を確認して下さい。
たとえば、0  bar  と  50  bar  ～  200  bar  圧力値  (図  134)。

10.1  圧力キャリブレータのチェック
EPM-XPplus  の Thompson アダプタを圧力プレート  (図  132)  に直接取り付け、油圧ホースで圧力発生器に接続します。

ノート
備考：プレッシャープレート（品番：IW-1574）はEPM-XPplusに付属
していません。IMESへ注文可能です。



c) 矢印機能で「Measuring mode」を選択し  (図  136)、「2/4」キーで確定します。

d) 「Sensor test」(図  137)  を選択し、「2/4」　キーで確定します。

On Off 。
　「 。

「2/4」キーで確定し、矢印機能で「Exit」に変更し、「2/4」キーで確定します。
次の表示  @  0  バーは、3  ～  5  秒後に表示されます  (図  138)。



周囲温度  (20  ～  25°C)  による圧力校正器で調整された圧力と  
EPM-XPplus  で表示される    静圧との許容差は、+/-  2.5  bar  です。
圧力差がこれ以上がある場合、 IMES で校正して下さい。

たとえば  圧力キャリブレータを50barに設定し、EPM-XPplus  で表示された圧力値を比較します。

キャブレータ



冷えてい
る 　

付着時の
　

Thompson  アダプターのガスチャネルを定期的に圧縮空気でクリーニングします  (図  141  を参照)。



ツール

　
　

　

の



用語

Power

Cyc le

説明
エンジンスピード
最大圧力  [bar]
圧縮圧力  [bar]
圧力波形の最大上昇 [bar/ca] 
Working cycle  [bar]
平均図示圧力
出力［kW]

時の

表  5:  故障時の基本チェック

13  用語

表  6:  用語

不具合事象                    



IMES  性能評価ソフトウェア  (IPE)  は、船舶用ディーゼル  エンジンのエンジン性能データの収集、評価、管理、および
比較を容易にするように設計されています。  EPM-XP  plus  から記録されたシリンダー圧力データを直接読み込みます。
プログラムが  ISO  補正を行い、新しいエンジンのパフォーマンス  ベンチマークと比較できるように、追加の必要な情
報とパラメーターを入力する必要があります。パフォーマンス  グラフとレポートは、エンジンの状態をすばやく示
し、エンジンの状態を最適化するためのアクションを提案します。

部品    用 



部品   



部品  

　



部品

　



図  153:  Thompson用クリーナー

Thompson　アダプタクリーナー

部品   
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